
NBMS
ネットワーク型放送監視システム

オペレーターは、Barco�のネットワーク型放送監視システム�(NBMS)�を
使⽤することで、施設のどこででも、または施設外のどこからでも、ブ
ロードキャスト処理を監視し、ビデオをリアルタイムに可視化できま
す。

この⾰新的ソリューションにより、個別のコントロール・ルーム内であ
っても、インターネット・プロトコル�(IP)�網を介した⾼品質、低遅延の
ビデオソースおよびメタデータをマルチ画⾯に配信することができ、そ
の結果、放送・放映モニタリングに対し究極的な柔軟性が⽣まれます。
このように�Barco�のネットワーク型放送監視システムの機能は従来のマ
ルチビューワを超え、企業全体の監視に及びます。

Barco�のネットワーク型放送監視システムを選ぶ理由

b �必要なコンテンツを施設のどこででも監視および可視化します。�

b �離れ場所から必要なソースを簡単に監視できます。�

b �⾼いコスト効果で、システムの⼊⼒と出⼒のタイプや個数を⾃由
に拡張できます。�

b �デスクトップ�PC�からビデオウォールに、ディスプレイ上のコン
テンツを表⽰します。�

b �サムネイルからフル�HD�サイズまで、任意のソース・フォーマッ
トを可視化します。�
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Barco�の�NBMS�ソリューションは、次から構成されます。

b リアプロジェクション・モジュールまたは�LCD�パネル�⾼品質:�シングル・スク
リーンは、複数のソースを関連メタデータ、オーディオ・メータリング情
報、コンピュータ・アプリケーションと合わせて同時に表⽰する能⼒があり
ます。2�つ以上のモジュールを巨⼤なディスプレイ・ウォールに組み合わせて
数百の信号を監視できます。�

b ネットワーク型ハードウェア・プラットフォームは、ソース・キャプチャリ
ング装置、相互接続�IP�ネットワーク、およびディスプレイ発⽣装置から構成
されます。すべてのコンポーネントは、標準ラックに取り付け可能なシャー
シで設計されています。�

b ソフトウェア・パッケージ�NBMS�は、完全なシステム・コントロールを可能
とし、あらゆるシステム・ネットワーク接続からアクセスできます。�

施設内のどこからでもコンテンツにアクセス�オペレーターはバルコのネットワーク
型放送監視システムを使⽤することでブロードキャスト処理を監視し、放送施設のど
こからでもビデオ・コンテンツをリアルタイムに可視化できます。NBMS�の分散アー
キテクチャにより、⼀度キャプチャされたビデオを必要に応じて場所を選ばず、何回
でも配信・表⽰することができます。

離れ場所からでも監視が可能�バルコのネットワーク型放送監視システムを使⽤する
と、ソースが従来のマルチキャスト�IP�ネットワーク上でストリーミングされるため
、距離はもう問題ではありません。また、NBMS�は、スタジオ、ブロードキャスト、
ヘッドエンド、リモート通信局をリモート監視したり、バックアップ・サイトやフォ
ローザサン・コントロール・センターでのオペレーションを活⽤したりできる可能性
を⽣み出しました。

フレキシビリティを損なわない拡張性�⼊⼒や出⼒の数には制限がありません。ソー
スやディスプレイを追加したり、構成を変更したりする場合にも、配線をし直す必要
がありません。

どのようなディスプレイにもソースを表⽰�NBMS�は、ソースの表⽰が必要な場所へ
のフレキシビリティを備えています。⼩型の�PC�ワークステーションから⼤型ビデオ
ウォールまで、ディスプレイの種類によらず、スケールされたコンテンツをきめ細か
く表⽰することができます。

PC�上で監視�可視化ネットワーク上で使⽤できるエンコードしたビデオ・ソースがあ
れば、強⼒な�PC�または専⽤の�J2K�デコーダー・カードが装備されている�PC�で、ビ
ューア�(Windows�Media�Player�など)�を使⽤して、⾼画質で低遅延のビデオ・コンテ
ンツを簡単に表⽰できます。

スマートにレイアウト作成�NBMS�は、種類が豊富な、事前に設定されたレイアウト
・テンプレートを活⽤するため、オペレーターはレイアウトを作成するにも、時間が
省けてさらに効率的にできます。また、ビデオ・ディスプレット、UMD、タリー、
オーディオバーなどを組み合わせて�1�つのビューにして、好みに合わせてアレンジす
ると、⾃分だけのテンプレートを作成することができます。


